
　

　例年は、クリスマス前集会で、コーラスや人形劇を披露しております。今年度も中止となりました
が、再開された際には、表現豊かな楽しい活動を行って参りますので、ご参加よろしくお願いいたし
ます。

　絵本のへやでは、絵本の読み語りを行う「おはなしの会」を中心にご協力をいただいております。
今年度も活動は、絵本の貸し出しのみとなりました。代々残されている大切な絵本を丁寧にお取り
扱いいただき心より感謝申し上げます。

　修了式の時に年長児の胸元を華やかに飾るコサージュを例年であれば、年中・年少の保護者の皆様からボ
ランティアを募り、一つ一つ心を込めて作成しておりましたが、昨年度よりコロナウィルス感染症対策のため外
注し、残念ながら今年度のコサージュ制作も中止となりました。そこで、少しでも山組・川組の子どもたちに感謝
の気持ちを伝えたいという思いで、コサージュに付けるリボンの作成を年中・年少理事で行うこととなりました。
修了式は3月15日です。年長のお子様、保護者の皆様、残り少ない園生活となりましたが楽しい思い出をたく
さん作って下さいね。
　コロナウィルス感染症が収まり、コサージュ制作が再開されました時には年中・年少の保護者の皆様のご協力
をお願いしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

　２月１７日木曜日、徳島市内も１１年ぶりの大雪に見舞われ、ほとんどの主要道路も交通渋滞が起きました。幼稚園前の県道
11号線へ繋がる道路も、一般の方とみどり会駐車場を利用されている方の自動車が入り混じり渋滞となりました。
　しかし、みどり会駐車場を利用されている皆様には、通常時とは違う西側入り口からの出庫や入庫にご協力いただいきまし
た。
　このような日にも、皆様のご協力で安全に駐車場を利用いただけたことに深く感謝いたします。

　今年度のみどり会駐車場は、たくさんの方にご利用いただき、コロナ渦で例年とは異なることもありました
が、時間差登園となり、朝は比較的スムーズにご利用いただけました。
　降園時や行事などでは混雑することもございましたが、時間にご配慮いただき、皆様の譲り合うお心遣い
のおかげをもちまして運営することができました。自転車をご利用の方々にもご理解、ご協力いただきまし
た。皆様に感謝申し上げます。また、毎月20日は「学校安全の日」として立哨を実施し、交通安全を啓発し
て参りました。
　今後も、安全で気持ちよく便利に、皆様にご利用いただけますよう運営して参りますので、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。
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園庭の桜の蕾の膨らみに春の訪れを感じる季節となりました。

皆様におかれましては、平素よりみどり会活動へのご理解ご協

力をいただきありがとうございます。

昨年度に引き続き、新型コロナウィルス感染症により社会活

動の制約を受け、生活環境も変化し、みどり会活動におきまし

ても休止や縮小を余儀なくされました。しかし、子どもたち同様

私たち保護者も登降園時に挨拶を交わすことから始まり、コミュ

ニケーションをとることで子どもたちのつながりと共に保護者同

士の温かいつながりも築くことができました。附属幼稚園の子ど

もたちや保護者の皆様は、どのような環境の中でも前向きな変

化と捉え、順応していく力を持っていると強く感じました。

園長先生をはじめ教職員の皆様におかれましては、常に子ど

もたちの健康と安全を第一にご考慮くださり、日頃の保育では、

コロナ渦での可能な範囲での遊びや活動を行っていただき、

その中で附属幼稚園の教育目標でもあります、人の生涯の基

盤となりうる「人間性」を養うべく質の高い保育を実現され、子

どもたちが充実した園生活を送ることができるよう日々全身全

霊で取り組んでいただいておりますことに心より感謝申し上げま

す。また今年度は、感染状況を見ながら年長児はあすたむラ

ンドへの親子遠足、年中年少児はひょうたん島クルーズと親子

ピクニックに行くこともでき、親子での楽しい思い出の1ページ

を作ることができました。重ねてお礼申し上げます。

子どもたちの心身共に健やかな成長のため、これからも幼稚

園と連携を取りながら少しでもお役に立てますよう私たちみどり

会一同「すべては子どもたちのために」を胸に活動していきた

いと思っております。



 幼稚園で育てたお米を混ぜて、お米本来の味を味わってもらおうと、塩
で味付けせずにおにぎりを作りました。お米が炊けるいい匂いがおやつ
のへやから廊下全体に広がっていました。久しぶりにおやつのへやが開
いていたので、遊びの途中に興味を持っておやつのへやを見に来てくれ
た子どもたちもたくさんいました。

おにぎり

ポップコーン

　例年は、手作りおやつ等年間を通し沢山の保護者の皆様にボランティアとしてご参加いただいております
が、昨年度より感染症予防のため中止しておりました。しかし、今年度は、感染者数が落ち着いている時期
におやつ理事が手作りおやつを作らせていただきました。朝からずっとおやつの部屋を覗いている子、「ご
ちそうさまでした、美味しかったです。」と言いに来てくれる子、美味しそうな匂いと笑顔がいっぱい園内に
広がっておりました。
　園行事の落ち葉焚きでは、燃え盛る炎に驚く姿、お芋を美味しいそうに頬張る園児の姿が見られました。
　感染症が落ち着き、おやつのへやの活動が再開されましたら、子どもたちと触れ合える楽しい機会ですの
で、ぜひご参加ください。今後ともご協力よろしくお願いいたします。

さつまいものポタージュ

落ち葉焚き

　幼稚園の正面玄関やおやつのへやで作ったポップコーンの香ばしい香
りが、子どもたちの興味を引きつけていました。子どもたちは、乾燥したと
うもろこしが次第に膨らんではじける様子をみて、とても不思議そうに覗
き込んだり興味津々な表情をしていました。

　９月のお芋掘りで採れた大学のお芋を使ってさつまいものポタージュを
作りました。前日に年長さんたちが、お芋の皮をむいて準備をし、各クラ
スのおやつ理事がさつまいも本来の味を活かした、やさしい味わいのポ
タージュに仕上げて、子どもたちに味わってもらいました。

　子どもたちは、ぱちぱち燃える赤い火、顔に感じる熱、けむりのにおいや風の流れで変化するけむりの様子など五
感を通して様々なことを感じている様子でした。
　焼き芋に子どもたちが「おいしくなあれ！」と声を掛けたり、先生や子どもたち同士で意見を交わして豊かな時間
を過ごすことができました。そして、ほくほくの甘いお芋が焼き上がり各クラスに配膳すると「おかわり！」と、たくさん
のリクエストがありました。みんなで協力して時間をかけて焼き上がった焼き芋は、とってもおいしく感じたようです。
　このような貴重な体験を準備してくださった園長先生をはじめ先生方に心より感謝申し上げます。

今年も火の管理をして下さるた
め、火傷防止で真っ白な顔に
なった園長先生。子どもたちが
「顔が真っ白だけど、本物の園
長先生だよ。」と教えてくれまし
た。

　毎年、徳島市が開催する全７回の
人権教育講座と人権を考える市民
のつどいに参加していますが、新型
コロナウイルスの影響により参加の
目処が立っておりません。再開とな
りました際には、積極的なご参加へ
のご協力をどうぞよろしくお願いい
たします。詳細などにつきましては、
決まり次第、各クラス理事よりご案
内いたします。

　今年度は、「みどりかいだより」97号～99号を発行いたしました。

＊97号　2021年5月14日発行
（会長挨拶・園内環境紹介・各活動紹介・先生方のご紹介）
＊98号　2121年10月26日発行
（ペアレンツセミナー・前期活動報告・秋期運動会・第17回全附連絵
画コンクール2021）
＊99号　2021年3月
（会長挨拶・年間活動報告・眉山登山）

　今後とも親しみやす紙面づくりに取り組んで参りますので、よろしくお
願いいたします。

　前日は嵐のような雨風でしたが、みんなの強い思いが届いたようで、当日は晴れ、登山道も問題
なく無事登山を行うことができました。危険な箇所に立って安全に通行できるよう見守っていただ
いたお父様やお祖父様、楽しく登山できるよう各ポイントに立ってクイズやゲームを行っていただい
たり、グループに分かれた子どもたちが安全に楽しく登山できるようサポートいただいたお母様、総
勢82名の方にボランティアとして参加していただきご協力いただきました。また、幼稚園からは星
組のこどもたちが眉山に向かって「がんばれー！」と応援してくれていました。
　たくさんの応援やサポートのおかげで無事全員が登山することができましたことを厚く御礼申し上
げます。次年度も、皆様のたくさんのご参加、ご協力をよろしくお願いいたします。
　眉山登山に際しまして、安全に行えるよう当日も含め、何度も下見に行ってくださり、仲間と共に
頑張り、最後までやり遂げる力を養うことができる経験の場をつくっていただいた先生方には感謝
の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうがざいました。

 今年度も、クリーンデーは中止となりましたが、日々先生方が降園後、丁寧に消毒、清掃を実
施してくださっておりましたので、園内の衛生も保たれ、園児は安心・快適に園生活を送ること
が出来ました。心より感謝申し上げます。
 また、クリーンデー実施の折には、ご協力よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆☆☆各ポイントでしたクイズやゲームを3つご紹介します☆☆☆☆☆
＊秋の物の連想ゲーム（どんぐりや栗等）
ポイントに到着した子どもたちの班は、答えるチームとヒントを出すチームに分かれます。
ヒントチームには、あらかじめ答えを伝えて答えにたどり着くヒントを考えてもらいます。答えるチームには、秋にちなんだ絵をいくつか
見てもらい答えに近づく質問を考えてもらいます。最後にチーム全員で答えを言います。その姿がなんとも可愛い様子でした。
＊スズメ蜂あてクイズ
スズメバチ・ミツバチ・あしなが蜂の写真カードを見てもらい①スズメバチはどれだ？②この中で一番毒が強いのは誰だ？等の質問
をします。チームで相談して答えてもらいました。「この蜂を見たら近づかないで、近くの大人に教えてね。」と伝えることもできまし
た。
＊クイズ！何の競技でしょう？
ピクトグラムの絵を見てもらって、
何の競技か答えてもらいました。みんなよく知っていて、一生懸命答えてくれました。

広報

令和三年度 みどり会 年間活動報告 食育推進部

環境美化部（クリーンデー）

眉山登山

人権教育


